
○ 埼玉県飯能市にある「特定非営利活動法人 ぬくもり福祉会たんぽぽ」は、平成11年に埼玉県内第１号のＮＰＯ
法人として認可を受け、居宅介護・通所介護、障害福祉サービス及びソーシャルファーム※に取り組んでいる。

○ 通所介護の機能訓練の一環として、利用者が農作業に携わる「畑のプログラム」は、利用者（高齢要介護者）が
農作業に関わることで、運動機能や認知機能の改善に寄与するとともに、利用者間の交流も活発に行われ、コミュ
ニケーションや憩いの場づくりに貢献している。

◆ 法人が運営する通所介護施設では、利用者（高齢要介護者）
の機能訓練の一環として、近隣農家から農地を借り「畑のプロ
グラム」（週３回、約90分/回）を提供し、５～８名程度の利
用者が農作業を実施。

◆ 「畑のプログラム」は、農作業を通じた機能訓練にとどまら
ず、社会参加の取組として、利用者自らが近くの障害福祉サー
ビス事業所へ訪問し、栽培した野菜を販売。

◆ 野菜を育てるだけでなく、栽培した野菜の売上げや種苗等の
購入経費も利用者が記録。

◆ また、同法人が運営するソーシャルファーム「たんぽぽ自然
農園」等では、農業経験のある高齢者が指導者として参画し、
障害者を４名雇用し、野菜や花き栽培・販売を実施。

取組の内容

◆ 要介護の利用者が「畑のプログラム」等
に参加し、農作業に関わることで足腰の強
化など運動機能の改善や、土に触れ昔を思
い出すことによる認知機能の改善に貢献。

◆ 身体機能等の改善により介護支援を必要
としなくなった高齢者はボランティアとし
て法人の活動に参加するなど「生きがい」
を醸成。

◆ 「畑のプログラム」では、利用者同士に
よる意見交換・交流も活発に行われ、コミ
ュニケーションや憩いの場づくりにも貢献。

取組の効果

困ったときはお互いさま。地域で助け合い支え合う。「農」を活用した高齢者の機能回復と社会参加

〔運営主体：特定非営利活動法人 ぬくもり福祉会たんぽぽ〕
〔事業所：デイサービス田園倶楽部、デイサービスぬくもりの館、たんぽぽ自然農園、たんぽぽフラワーガーデン〕（埼玉県飯能市）
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ソーシャルファーム
※ソーシャルファーム

障害者あるいは労働
市場で不利な立場にあ
る人々のために、仕事
を生み出し、また支援
付き雇用の機会を提供
することに焦点をおい
た社会的企業。
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